8-4-12 港湾専門委員会

　
1.　港湾専門委員会の予算

　　予算：1,900,000 円

2.　主な活動の記録

　（1）港湾専門委員会の開催

前年度設置の新基準体系WG、港湾研修WG、技術開発支援WG、建設コスト縮減行動支援WG及びRCCM更新講習会CD-ROM教材作成WGの5WGを設置、技術委員会等の事業活動を支援、港湾分野の「建設コンサルタントの要望と提案」に資するWG活動を行った。

・委員会の開催回数：7回

・新基準体系WG勉強会：1回

・港湾研修WG：1回

　（2）新基準体系ＷＧ活動調査

　　・新基準対応小委員会
平成19年4施行予定の「港湾の施設の技術上の基準・同解説」の改定に向けた新基準対応小委員会を設置し

①新基準設計歩掛りアンケート実施

②新基準に対する疑問点・要望等についてアンケート実施

③上記アンケート結果の配布

・ミス防止／品質向上

平成18年度は、ミス防止に関する他部門の取り組み事例について、講習会の参加による事例収集を行った。

①平成18年10月3日：建コン協技術委員会／品質セミナー “エラー防止のために”に参加

②平成18年11月28日：土木学会建設マネジメント委員会／建設分野における失敗知識活用セミナーに参加
(3）建設コスト縮減行動支援活動調査

技術委員会WGの支援として3回開催し、WGの活動目的は終了。今後の活動は部会、常任理事会の意向待ち。

(4) 港湾研修WG活動調査

恒例の港湾施設研修会(第8回)及び新基準の性能規定化に伴う勉強会を開催した。港湾施設研修会として、横浜市のご支援により、本牧埠頭～南本牧埠頭のターミナル施設の見学並びに次の講演会を開催。(43名参加)

①「横浜港港湾計画と港湾戦略～横浜港のこれからの展望を踏まえた、港湾戦略」
②「横浜港における施設維持管理の課題」

また、新基準対応小委員会のアンケート結果をふまえ、「港湾の施設の技術上の基準」の改定に伴う勉強会を、質疑応答形式で開催。(30名参加)

· 基準改定全般について
· 事例集での課題について

(5) RCCM更新講習会CD-ROM教材作成WG活動調査

平成18年度RCCM更新対象者に対するアンケート集計結果に基づき「港湾及び空港」に関する教材の一部について修正を行った。

（6）技術開発支援WG活動調査

　技術委員会が設置した技術開発支援WGへの支援活動を行った。

・第10回：平成18年4月19日：技術開発支援制度　提案書（案）の見直しについて

・第11回：平成18年5月18日：技術開発支援制度　提案書（案）の見直しについて

　（6.21常任理事会に付議されたが，「会員企業の底上げ支援」と「JCCAの社会技術貢献ｱﾋﾟｰﾙ」等の目的が明確でないなどの意見により再検討の余地ありとのことで，ＷＧへ差し戻し）

・第12回：平成18年11月22日：今までの経緯，今後の活動方針，委員長選出

3. 次年の活動について

引き続き、港湾新基準の施行に伴い、新基準対応の設計歩係調査、ミス防止調査及び性能設計対応技術研鑽を中心に、8回程度の委員会開催予定。

(港湾専門委員会委員長　熊谷　忠輝）

